
○田村副議長 これより会派の議員による関連質問に入ります。

初めに、塚田議員。

〔塚田議員質問席へ〕

○塚 田議 員 市 民の 声 なしで 米子 の未 来発展 なし 、会派 蒼生 会、

仏の 塚田 、塚田 佳充 で ござい ます 。先 ほどの 門脇 議員の 代表 質問

に関 連し まして 、２ 点 質問さ せて いた だきま す。 市長並 びに 当局

の皆様の前向きな答弁をよろしくお願いいたします。

１点目、老人福祉センターの在り方についてです。

先 ほど 代表質 問で 答 弁して いた だき ました 。重 複する こと もあ

るかもしれませんが、優しくお願いいたします。

ま ず、 本市の 老人 福 祉セン ター の目 的につ いて 伺いた いと 思い

ます。

○田村副議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 本市の 老人 福祉 センタ ーは 、高齢 者が 健康

で明 るい 生活を 営ん で いただ くこ とを 目的に 設置 をして おり ます

施設 でご ざいま して 、 高齢者 の健 康増 進、教 養の 向上な どに 資す

る取組を行っているところでございます。

○田村副議長 塚田議員。

○塚 田議 員 そ うで す ね。３ つの 施設 があり ます が、各 施設 の利

用状 況を もう少 し詳 細 に伺い たい と思 います 。ふ れあい の里 にあ

りま す米 子市老 人福 祉 センタ ーの 利用 状況に つい て伺い たい と思

います。

○田村副議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 米子市 老人 福祉 センタ ーの 利用状 況に つき

まし ては 、令和 ６年 度 の利用 者数 は、 延べ１ 万 2,７ ７ ２ 人 で ご ざ



いま して 、書道 や陶 芸 などの 教室 利用 者が 3,７ ８ ８ 人 、 囲 碁 ・ 将

棋 で の 利 用 が 2,８ ２ ３ 人 、 そ の ほ か 体 操 や 太 極 拳 な どで 利用 され

ております。

○田村副議長 塚田議員。

○塚 田議 員 次 に、 大 篠津に あり ます 弓浜地 域老 人福祉 セン ター

の利用状況について伺いたいと思います。

○田村副議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 弓浜地 域老 人福 祉セン ター につい てで ござ

いま すが 、令和 ６年 度 の利用 者数 は、 延べ 7,３ ６ ８ 人 で ご ざ い ま

し て 、 本 市 の フ レ イ ル 対 策 事 業 で あ る 「 ふ ら っ と 、 運 動 体

験！ ！」 やリモ ート 運 動教室 での 利用 者が 2,５ ０ ６ 人 、 機 械 を 使

っ た 自 主 的 な 運 動 で の 利用者 が 4,６ ９ ８ 人 、 そ の ほ か ハ ー モ ニ カ

クラブなどで御利用されているところでございます。

○田村副議長 塚田議員。

○塚 田議 員 次 に、 淀 江にあ りま す淀 江老人 福祉 センタ ーの 利用

状況について伺います。

○田村副議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 淀江老 人福 祉セ ンター につ いてで ござ いま

す。 こち らも令 和６ 年 度の利 用者 数で ござい ます が、延 べ 1,１ ７

５ 人 で ご ざ い ま し て 、 運 動 教 室 な ど運 動をす る目 的で利 用さ れて

いる 方が 1,０ １ ８ 人 、 そ の ほ か 老 人 ク ラ ブ の 利 用 や絵手 紙教 室な

どで利用されているところでございます。

○田村副議長 塚田議員。

○塚 田議 員 こ の３ つ の施設 、数 字で 確認を する と状況 がや はり

よく 分か ります 。ふ れ あいの 里、 大篠 津の施 設の ほうは 、か なり



の利 用者 数で推 移し て います 。淀 江の ほうも 使わ れてな いと いう

わけ では ないの です が 、ふれ あい の里 、大篠 津の 施設は 、耐 震も

しっ かり してい て改 修 などの 話は 特に ないと 思い ますが 、淀 江の

施設 は私 も見に 行き ま したが 、耐 震補 強もさ れて おらず 、老 朽化

が目 に見 えて分 かり ま す。そ ろそ ろ方 向性を 決め る時期 に入 って

いるのではないでしょうか。

そ こで 、改修 ・改 築 ・廃止 を検 討す るなら 、概 算でも いい です

ので 金額 を頭に 入れ な がら検 討し なけ ればな らな いと思 いま す。

分かる範囲で結構ですので、概算、よろしくお願いいたします。

○田村副議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 各施設 の改 修・ 改築・ 廃止 に関し まし ての

概算 額で ござい ます け れども 、米 子市 老人福 祉セ ンター 及び 弓浜

地域 老人 福祉セ ンタ ー につき まし ては 、現時 点で は大規 模改 修の

予定 はご ざいま せん 。 淀江老 人福 祉セ ンター につ きまし ては 、昭

和５ ６年 ４月に 設置 さ れたも ので 、施 設の老 朽化 ととも に利 用者

も減 少し ている こと か ら、個 別施 設計 画にお いて は、今 後、 大規

模な 改修 は行わ ず、 施 設の在 り方 につ いて検 討す ること とし てお

りま す。 仮に耐 震補 強 のみを 目的 とい たしま して 改修を 行う 場合

の経 費に つきま して は 、詳細 な調 査を してお りま せんの で正 確な

数字 はお 示しす るこ と はでき ませ んけ れども 、１ 億円程 度が 見込

まれ るも のと考 えて お ります 。ま た、 廃止に 伴い まして 、解 体撤

去し た場 合の経 費に つ きまし ては 4,０ ０ ０ 万 円 程 度 が 見 込 ま れ 、

同 規 模 の も のを 改築 し たと想 定し た場 合では 、解 体撤去 を含 めま

した 経費 につき まし て は、５ 億 4,０ ０ ０ 万 円 程 度 が 見 込 ま れ る も

のと考えております。



○田村副議長 塚田議員。

○塚 田議 員 や はり 改 築とな りま すと ５億 4,０ ０ ０ 万 円 、 高 額 に

な り ま す ね 。 で す が 、 私とし ては 淀江 の老人 福祉 センタ ーも 必要

だと 思い ます。 運動 教 室で 1,０ ０ ０ 人 、 老 人 ク ラ ブ や 絵 手 紙 教 室

など で利 用され てい る 方々も おら れる という のが 現実で ござ いま

す。 本市 の老人 福祉 セ ンター の今 後の 必要性 につ いて見 解を 伺い

たいと思います。

○田村副議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 本市の 老人 福祉 センタ ーの 今後に つい てで

ござ いま すが、 本市 の 老人福 祉セ ンタ ーは、 高齢 者が健 康で 明る

い生 活を 営んで いた だ くこと を目 的に 設置し てお ります 。セ ンタ

ーに おい て、高 齢者 の 団体、 サー クル 活動や 個人 による 運動 、交

流の 場を 提供す るこ と で、高 齢者 の生 きがい づく り、健 康増 進を

図っ てお りまし て、 こ の機能 は必 要で ござい ます が、例 えば 公民

館な どの ほかの 施設 を 活用す るこ とも できる と考 えてい ると ころ

でございます。

な お、 淀江老 人福 祉 センタ ーに つき まして は、 代表質 問の 答弁

でも 市長 が御答 弁い た しまし たと おり 、令和 ４年 ３月に 策定 いた

しま した 個別施 設計 画 におき まし て、 大規模 な改 修は行 わず 、施

設の 在り 方につ いて 検 討する こと とい たして おり ますの で、 来年

度中 には 今後の 方向 性 を示し たい と考 えてい ると ころで ござ いま

す。

○田村副議長 塚田議員。

○塚 田議 員 答 弁し て いただ きま した 。今後 は選 択肢の 一つ とし

て、 淀江 老人福 祉セ ン ターの 近隣 施設 に機能 を移 すこと も考 えて



いく 必要 がある と思 い ますの で、 注視 してい かな ければ なら ない

と思 いま す。代 表質 問 の答弁 で来 年度 中には 今後 の方向 性を 示し

たいと答えていただきましたので、よろしくお願いいたします。

次に、２点目、スポーツ施設の改修、改築についてです。

代 表質 問で米 子ア リ ーナの こと を伺 いまし て、 令和１ ５年 に開

催す る国 スポ、 国民 ス ポーツ 大会 には 間に合 うこ とが分 かり まし

た。 駐車 場のこ とは 拡 充とし か答 弁に はなか った ので駐 車場 につ

いて お聞 きしま す。 米 子アリ ーナ の供 用が開 始さ れると 、今 後駐

車場 確保 が困難 にな る と予見 され 、駐 車場を 拡充 するな どの 渋滞

や混 乱を 防止す る対 応 策が必 要と 考え るが所 見を 伺いた いと 思い

ます。

○田村副議長 伊木市長。

○伊 木市 長 米 子ア リ ーナ供 用に 向け た駐車 場の 整備に つい てで

ござ いま すけれ ども 、 この駐 車場 の確 保につ きま しては 、大 変重

要な 課題 である とい う ふうに 認識 をし てござ いま す。そ して 対応

策に つい ても今 検討 し ている とこ ろで あるわ けで ござい ます が、

具体 的に は、東 山体 育 館横の 駐車 場を 、これ を拡 充する とい うこ

とが ござ います 。そ し てもう 一つ は、 東山中 学校 前のバ スの 転回

場が ある んです けれ ど も、こ こも 駐車 場とし て整 備する こと で対

応していきたいと、そのように考えております。

○田村副議長 塚田議員。

○塚 田議 員 あ りが と うござ いま す。 ですが 、私 、昨年 の夏 、高

校野 球の 鳥取県 大会 が 市民球 場で 開催 されま した 。私は 決勝 戦を

見に 行き ました が、 結 構早め に着 いた ので駐 車場 のこと は安 心し

切っ てい たので すが 、 止める とこ ろが なく、 先ほ ど答弁 いた だい



た東 山中 学校前 のバ ス 転回場 に止 めま した。 東山 運動公 園内 で開

催し てい た競技 は高 校 野球し かな かっ た状態 にも かかわ らず です。

プー ルは いつも のよ う に営業 はし てい ました が、 これで アリ ーナ

が完 成し て、陸 上競 技 場やテ ニス 場で も競技 が行 われて いた ら、

車を 止め るとこ ろが な くなり 、応 援に 来てく ださ る方々 が混 乱し、

苦情 が出 ること 間違 い ないん じゃ ない かなと ちょ っと危 惧し てお

ります。

ア リー ナは障 がい 者 スポー ツの 大い にでき る施 設です 。車 椅子

の方 々は どうす るの で しょう か。 車椅 子の方 は選 手だけ では ない

です 。応 援する 方、 保 護者の 方な ど、 私は余 裕を 持って 整備 した

ほう がい いと思 いま す 。例え ば、 立体 駐車場 とか 、今は まだ 米子

市は やは りドア ・ツ ー ・ドア の車 社会 ですが 、数 十年先 、免 許を

返納 する 人の人 口が 増 え、車 を運 転す る人の 人口 が減っ てく ると

きが 来ま す。い ろん な 公共交 通が 充実 してい くな ど、そ のと きに

は立 体駐 車場の 解体 を 考えれ ばい いと 思いま す。 例えば の話 です

から。

次 は、 道路整 備に つ いて、 米子 アリ ーナ周 辺の 道路整 備に おけ

る現在の取組状況について伺いたいと思います。

○田村副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 アリー ナ周 辺の 道路整 備に おける 取組 状況

とい うこ とでご ざい ま す。米 子駅 南口 から米 子ア リーナ まで の歩

行者 動線 であり ます め ぐみ通 りの 整備 が完了 いた しまし て、 現在、

市道 昭和 町大谷 町１ 号 線、こ れは 日本 交通米 子営 業所の 前を 通る

通り でご ざいま す。 そ れから 市道 昭和 町東福 原線 、これ はマ クド

ナル ド１ ８１米 子南 店 前から 東山 公園 に行く 通り でござ いま すが、



その整備を実施しておるところでございます。

米 子ア リーナ の開 業 に向け まし ては 、現在 の道 路幅員 内で 歩行

空間 を可 能な限 り確 保 してい くと とも に、側 溝の 改修や 歩行 空間

の美 装化 、路面 標示 の 設置に より 、歩 きやす く分 かりや すい 歩行

環境 を整 備する こと と してお ると ころ でござ いま す。現 在は アリ

ーナ 開業 までの 限ら れ た時間 の中 で可 能な整 備を 進めて おり ます

が、 引き 続き歩 行空 間 の改善 につ きま しては 、検 討して まい りま

す。以上です。

○田村副議長 塚田議員。

○塚 田議 員 ち ょう ど 先週、 めぐ み通 り完成 式典 に参加 して まい

りま した 。とて もよ か ったで すね 。す ごいい い道 路がで きて いま

した 。本 当にこ れか ら 南口の 道路 が整 備され てい くのが ます ます

楽し みに なりま した 。 式典の 市長 の挨 拶の中 で、 米子ア リー ナま

での 徒歩 1.６ キ ロ だ と 話 が あ り ま し た 。 1.６ キ ロ で 間 違 い な か っ

た で す か ね 。 こ の 1.６ キ ロ を 歩 こ う と 思 う の か 、 ま ず そ こだ と私

は思 いま す。よ くあ る 標識と かで はな く、少 しち ょっと 調べ てみ

まし たけ ど、例 えば 、 スカイ ツリ ー２ 棟と東 京タ ワー１ 棟分 歩い

てみ ませ んかと かっ て いう標 識を つけ たり、 ちょ うど 1.６ キ ロ に

な る ん で す 。 レ ッ ツ ゴ ー と か いっ て人 間が走 って いる、 歩く よう

なや つを つけた りな ど した後 に、 アリ ーナに 着い てから 友達 とた

わい もな い、そ んな 話 ができ るの も楽 しいと 思う んであ りま すけ

ど、 スカ イツリ ーと 東 京タワ ー歩 いた なみた いな 話がで きた らい

いん じゃ ないか なと い う、思 った りし ました んで 、ちょ っと 少し

そう いう のも調 べて 見 て、そ うい う標 識があ った らまた 面白 いん

じゃ ない かな。 その 角 に曲が ると ころ とか、 そう いった のが あれ



ば、 ここ までが スカ イ ツリー １棟 分で すとか 、こ こから この 先が

東京 タワ ー１棟 分で す みたい なの があ ったら 、特 に面白 いん じゃ

ない かな みたい なの が ちょっ と思 いま したの で、 参考に して みて

ください。

次 に、 東山公 園駅 に ついて 。東 山公 園駅の 改修 は中田 議員 が質

問を して から動 き出 し ました 。今 現在 の東山 公園 駅改修 のス ケジ

ュールについて伺いたいと思います。

○田村副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 東山公 園駅 改修 のスケ ジュ ールに つい ての

お尋 ねで ござい ます 。 米子ア リー ナの 供用開 始に より、 利用 者の

増加 が見 込まれ ます 東 山公園 駅の 安全 性、利 便性 の向上 を図 るた

め、 米川 沿いの 市道 か らホー ムへ 直接 出入り 可能 なスロ ープ など

の設 置に 伴う概 略設 計 を現在 実施 して おると ころ でござ いま す。

今後 は鉄 道事業 者と の 協議を 行い まし て、令 和８ 年度は 工事 に向

けま した 詳細設 計を 予 定して おり まし て、以 降、 可能な 限り 早期

の工 事着 手、完 成に 努 めてま いり たい と考え てお るとこ ろで ござ

います。以上です。

○田村副議長 塚田議員。

○塚 田議 員 よ ろし く お願い いた しま す。利 便性 が第一 です から、

よろしくお願いします。

次 に、 ちょっ と質 問 の順番 変え て、 県民・ 市民 プール につ いて

伺い たい と思い ます 。 という のも 、県 議会で も１ ２月定 例会 で話

が出 てい たので 米子 市 の見解 を聞 きた かった ので すが、 昨日 、岩

﨑議 員が 質問を され ま して、 重複 して います が、 答弁し てい ただ

けま すか ね。築 ４０ 年 以上が 経過 し老 朽化が 進む 県営東 山水 泳場



につ いて 、適切 な競 技 環境の 確保 に向 け、皆 生市 民プー ルと の統

廃合 によ る新水 泳場 建 設につ いて 、県 と協議 を加 速すべ きだ と考

えますが、所見を伺いたいと思います。

○田村副議長 伊木市長。

○伊 木市 長 東 山の 新 水泳場 建設 整備 につい ての お尋ね でご ざい

ます が、 県営東 山水 泳 場につ きま して は、築 ４０ 年以上 が経 過し

てお りま して老 朽化 が 進んで いる だけ ではな くて 、５０ メー トル

プー ルと 飛び込 み用 プ ールが いず れも 野外で あり ますこ とか ら、

年々 厳し さを増 して お ります 夏の 猛暑 により まし て、十 分な 競技

環境 の確 保が困 難と な ってき てい る状 況がご ざい ます。 一方 で、

皆生 市民 プール につ き まして も同 じく 築４０ 年が 経過し てお りま

して 、鳥 取県と 共同 で の屋内 の新 水泳 場を整 備す ること につ いて、

引き続きこれは県と議論を進めていきたいと思ってございます。

ま た、 ２０３ ３年 に 国スポ が一 応予 定され てい るとい うこ とで

ござ いま して、 それ に 合わせ ると いう ことも もち ろんあ るん です

けれ ども 、我々 地元 か ら考え ます と、 やはり 日頃 からあ の水 泳場

で練 習を してい らっ し ゃる競 技者 の皆 様がい らっ しゃる とい うこ

とも ござ います 。し た がいま して 、良 好な競 技環 境、練 習環 境を

整え るた めにも 、や は りでき るだ け早 く、こ の整 備とい うも のを

望む とい うとこ ろを 米 子市と して は申 し上げ てい るとこ ろで ござ

います。以上でございます。

○田村副議長 塚田議員。

○塚 田議 員 市 長、 あ りがと うご ざい ます。 私も 市長と 同じ 気持

ちで ござ いまし て、 私 は飛び 込み が推 しでご ざい まして 、私 の知

り合 いも やって いま し た。米 子市 から あれだ け有 名な選 手が 数多



く出 てい るのに 、練 習 会場が 県外 に行 かない とな いとい うの は、

ちょ っと さすが に寂 し い思い があ りま す。い つで も地元 の米 子で

しっ かり 練習が でき る 環境を 整え て、 さらな る飛 躍につ なげ ても

らい たい 、私は 思っ て おりま す。 市長 の答弁 いた だきま して 、同

じ気 持ち だなと 強く 思 いまし た。 ぜひ 屋内飛 び込 みプー ル、 お願

いいたします。

関 連質 問で、 車、 駐 車場、 道路 、歩 行、駅 、施 設と聞 いて きま

した 。駐 車場は しっ か り整備 する と聞 いてい ます ので安 心し てい

ます が、 そうい う周 辺 も踏ま えた 全体 を見な がら 、東山 公園 一帯

の整 備を 計画的 に実 施 する必 要が ある と考え ます が、所 見を 伺い

たいと思います。

○田村副議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 令和１ ５年 に開 催され ます 国民ス ポー ツ大

会や 全国 障害者 スポ ー ツ大会 にお きま しては 、東 山運動 公園 内に

おき まし て多く の競 技 の開催 と多 数の 参加者 や関 係者の 来場 が見

込ま れて おりま すこ と から、 交通 アク セスの 改善 ・向上 が図 れる

よう 、関 係部署 で緊 密 に連携 いた しま して、 必要 な環境 を整 えて

まいりたいと考えてございます。以上です。

○田村副議長 塚田議員。

○塚 田議 員 あ りが と うござ いま す。 よろし くお 願いし ます 。令

和１ ５年 の国民 スポ ー ツ大会 に向 けて だけで はな く、そ こに 焦点

を当 てる のでは なく 、 東山公 園一 帯を どうし てい くのか とい うこ

とが 全て だと思 いま す 。交通 アク セス の改善 ・向 上を関 係部 署間

で緊 密に 連携を 取り な がら環 境を 整え ていく とい う前向 きな 答弁

をいただきましたので、分かりました。



そ れと 、先ほ どプ ー ルに関 して お聞 きしま した ので、 どう して

も気 にな ること があ り まして 、県 営東 山と皆 生市 民プー ルが もし

統廃 合さ れまし たら 、 市内の プー ル施 設の数 が減 少する こと は避

けら れな いと考 えま す 。本市 にお いて 民間連 携泳 力向上 学習 事業

とし て、 学校外 の屋 内 プール を利 用し た水泳 授業 を進め てい るた

め、 この 事業へ の影 響 がある ので はな いかと 考え ますが 、所 見を

伺います。

○田村副議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 プ ール 施設が 統廃 合した 場合 にお

けま す学 校の水 泳授 業 への影 響に つい てのお 尋ね でござ いま すが、

これ は様 々な可 能性 が 考えら れる 、将 来の想 定の 話でご ざい まし

て、 現状 におき まし て は事業 の影 響に ついて 推し 量るこ とは 困難

では ない かとい う具 合 に考え てお りま すが、 いず れにい たし まし

ても 、官 民連携 泳力 向 上学習 事業 につ きまし ては 、施設 の利 用が

見込 まれ る児童 生徒 の 数と施 設の 受入 態勢な どの 状況を 勘案 いた

しま して 、その 時々 の 状況に 応じ て最 善の対 応を 検討し なが ら取

り組んでいく考えでございます。

○田村副議長 塚田議員。

○塚 田議 員 ぜ ひと も お願い いた しま す。子 ども たちが 困ら ない

ように、ぜひともお願いいたします。

次 に、 東山公 園か ら 離れた 場所 の施 設に焦 点を 当てて みよ うと

思い ます 。やは り米 子 アリー ナが 完成 した後 、一 番私の 周り で話

題に 上る のは産 業体 育 館です 。国 道に 面して おり 、交通 の便 もよ

く、 県外 の方に 場所 を 教える のに も簡 単な施 設で す。私 はイ ンデ

ィア カと いうス ポー ツ をやっ てい ます が、４ 年に 一度、 中四 国大



会、 全国 大会予 選が 回 ってき ます 。価 格も安 価で 利用し やす かっ

たの です が、米 子ア リ ーナ供 用開 始後 の鳥取 県立 米子産 業体 育館

につ いて 、バレ ー関 係 者、バ ドミ ント ン関係 者か らも残 して ほし

いという声がありますが、所見を伺いたいと思います。

○田村副議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 米子ア リー ナは 、県立 米子 産業体 育館 、市

民体 育館 と市営 武道 館 の３施 設を 統廃 合いた しま して整 備を 進め

てい ると ころで ござ い ます。 その ため 、米子 アリ ーナ供 用開 始後、

米子 産業 体育館 は他 の ２施設 と同 様に 廃止す るこ とにな りま す。

以上です。

○田村副議長 塚田議員。

○塚 田議 員 そ うで す か。と ても 残念 です。 でも いつか はそ うせ

ざるを得ないということですね。分かりました。

次 に、 日野川 河川 敷 につい てで す。 日野川 運動 公園は 各種 スポ

ーツ 大会 等の開 催や 市 民の憩 いの 場と して利 用さ れてい ます が、

豪雨 災害 などに よる 河 川増水 に伴 って 浸水し た場 合、そ の都 度、

多額 の施 設整備 費を 投 じて再 整備 する 必要が あり ます。 豪雨 災害

によ る影 響の少 ない 屋 外運動 施設 の整 備につ いて 所見を 伺い たい

と思います。

○田村副議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 日野川 運動 公園 は日野 川河 川敷に 整備 、位

置し てお ります こと か ら、議 員が おっ しゃい ます ように 大雨 等に

より まし て日野 川が 増 水した 場合 には 浸水が 起こ り得る もの と承

知を して ござい ます 。 豪雨災 害に よる 影響の 少な い屋外 運動 施設

の整 備に つきま して は 、様々 なま ちづ くり構 想の 動きが ある 中、



部局 を越 えた連 携の 下 、検討 を進 めて いきた いと いうふ うに 考え

てございます。以上です。

○田村副議長 塚田議員。

○塚 田議 員 ま だ先 の 話にな るで しょ うが、 新し い中間 処理 施設

建設 候補 地周辺 など は どうで しょ うか 。昨日 、こ ちらも 岩﨑 議員

も話 して おりま した 、 米子城 にあ った テニス 場、 日野川 運動 公園

施設 、産 業体育 館、 ア イスス ケー ト場 などな ど、 まだ決 まっ てな

いの であ れば検 討す る 余地は あり そう ですね 。そ ういっ た複 合型

スポーツ公園など施設整備について所見を伺いたいと思います。

○田村副議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 中間 処理 施設 建設候 補地 のお話 ござ いま

した 。今 、彦名 地区 の 皆様方 から は、 まちづ くり 施策に 関し まし

て充 実し てほし いと 御 要望を 頂戴 して ござい ます 。今後 につ きま

して は、 例えば 未利 用 農地を 活用 した スポー ツ公 園広場 です とか、

その ほか 公共交 通の 充 実、農 業生 産基 盤の強 化な ど彦名 地区 の発

展に つな がるよ うな 対 策を地 元の 皆さ んと取 りま とめる こと とい

たし たい と思い ます 。 その中 で検 討す ること にな ろうか とい うふ

うに考えてございます。以上であります。

○田村副議長 塚田議員。

○塚 田議 員 こ れか ら まだま だお 話が できる こと があり そう です

ね。今後に期待しております。

最 後に 、新し い中 間 処理施 設が でき て稼働 し始 めた後 、現 クリ

ーン セン ターの 跡地 利 用はど のよ うに 考えて いる のか、 現時 点で

の考えを伺いたいと思います。

○田村副議長 橋尾市民生活部長。



○橋 尾市 民生活 部長 現クリ ーン セン ターの 跡地 利用に つい てで

ござ いま すけど も、 現 時点に おき まし ては、 稼働 停止後 、施 設は

解体 し、 借地部 分に つ いては 返却 が基 本とな り、 市有地 部分 につ

きましては今後検討していくものと考えております。

○田村副議長 塚田議員。

○塚 田議 員 地 元の 声 として です けど も、ク リー ンセン ター 、最

後の 最後 まで行 政と 地 元と一 緒に なっ て考え 話し 合い、 着地 点を

決め てい きたい とい う 声が上 がっ てお ります 。こ ういう ふう に決

まり まし たので 、は い 、解散 とい うふ うにな らな いよう に要 望い

たします。

私 の質 問は以 上で す が、伊 木市 長の 姿勢、 挑戦 してい く姿 勢、

私は とて も大好 きで す 。伊木 市長 に倣 い、私 も目 の前の こと も大

切で すが 、常に １０ 年 、２０ 年先 を見 据えて 考え ている つも りで

す。 見え ない未 来に 挑 戦する のは 勇気 が要る こと で、い ろん な落

ち度 があ ったり する も のだと 思い ます 。それ でも 挑戦す るこ とで

光が 、活 路が見 えて く ると思 いま す。 私の１ 期４ 年間、 いろ んな

勉強 をさ せてい ただ き ました 。そ して 、当局 の皆 様のお かげ で少

しは成長できたと思います。本当にありがとうございました。


